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ディープウェルの取付位置およびウェル間におけるバラツキと、培養効率の確認：96穴ディープウェルを用いた酵母の振とう培養

恒温振とう培養機（NewMax driveTM搭載）

M·BR-034Pを用いて96穴DWP（四角穴タイプ）4個で酵母を培養し、濁度（OD600）でバラツキを確認しました。
酵母は大腸菌よりも大きい細胞であるため、特にDWPにおける振とう培養では撹拌効率が悪いとウェル底に沈みやすく、バラツキの一因
にもなります。同時に、三角フラスコを用いた一般的な振とう培養の方法と培養効率の比較も行いました。
DWP間におけるバラツキは棒グラフの高低比較で、同一DWP内のウェル間におけるバラツキはエラーバーが示しています（図❶）。
いずれも大きなバラツキは見られませんでした。
三角フラスコとの比較では、最終的に三角フラスコにおける上限値の倍の値（OD600＝8以上）が得られました（図❷）。

■NewMax driveTMの妥当性確認 〜 容器やウェルの位置によるバラツキを低減

培養開始4時間後の濁度

  酵　    母： S.cerevisiae S288C
  培       地： YPD
  培養温度：+30℃
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DWP、1500r/min

200mL三角フラスコ、180r/min

❷最終的なOD600の値を三角フラスコと比較

OD600

左奥 右奥 左前 右前DWP取付位置➡

❶培養9時間の時点でバラツキを確認

M·BR-034Pおよび弊社従来品を用いて96穴ディープウェルで大腸菌を培養し、培養開始から4時間後の濁度（OD600）を測定して比較しまし
た。本製品では、当社従来品より遅い振とう速度でも半分の時間でOD600＝1.0に到達しました。

［培養条件］（共通）
●96穴ディープウェル
四角穴（コニカルボトム）、1ウェルあたり2mL強の容量
●シーリング
ガスパーマブル粘着シート（ガス透過性フィルム）
●培養液量
1mL（ウェル容量の50%程度がエアレーションには最適）
➡1mLの場合、1500r/minまではシーリングに液が届くこ
とはありません（1600r/minでは届いて付着します）。

各DWPの四隅と中央の6ウェルずつを測定に供しました。ウェル間の
バラツキは5ウェル間で見ています（上図中の左前のDWPを例にする
と、赤丸のウェル5つを測定してバラツキをみる、という方法です）。
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USER'S VOICE
ディープウェルプレートの小さなウェルの中で、
重たい酵母をこんなに効率良く培養できるなんて
ほんとうに驚きだね !

DWMax 実験データ
ディープウェル（以下、DWP）は本来、試料の保存に用いられる容器ですが、
2000年ごろにヒト・ゲノムプロジェクトやコンビナトリアルケミストリーの流れで
ハイスループット・スクリーニング（HTS）という手法が発達した際に、通常のマイ
クロプレートと共に培養や反応といった「保存以外の用途」にも用いられるように
なりました。お客様からのDWPを効率的に振とう撹拌できないか？との問いに、
DWMaxの前身となる、最初のDWP専用の『バイオシェーカー ® M·BR-024』を
開発し、今に至ります。

■ディープウェルを用いた振とう培養の歴史

弊社従来品との比較：96穴ディープウェルを用いた大腸菌の振とう培養




